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屋久島世界自然遺産登録 20 周年記念シンポジウム in 東京 

 

【背景・目的】 

・世界遺産登録から 20 周年を迎える屋久島。世界遺産登録は、観光産業の発達や人口減少の抑止な

ど地域振興に大きな成果を与えた一方で、世界遺産の核心地である山岳部での利用集中に伴う様々

な課題が残されている。 

・登録 20 周年を契機として島内外の有識者が介し、この 20 年間の屋久島での環境保全施策の歩み

を検証するとともに、屋久島の人々の伝統的な山との接し方や利用動態に関する研究成果等を踏ま

え、世界自然遺産の島・屋久島における山岳部利用のあるべき姿について展望する。 

・また，当シンポジウムの成果は 11／23 の屋久島での 20 周年記念式典に還元する。 

 

【シンポジウムのテーマ】 

「世界自然遺産・屋久島の未来」 

 ～山岳部の環境保全と利用の問題から屋久島の将来を考える～ 

 

内容 

主催：環境省九州地方環境事務所 

共催：林野庁九州森林管理局、屋久島世界自然遺産登録 20 周年記念事業実行委員会（鹿

児島県、屋久島町、屋久島環境文化財団）、鹿児島県教育委員会 

日時：平成 25 年 10 月 20 日（土）13：30－16：30 

場所：東京大学農学部 弥生講堂（〒113-8657 東京都文京区弥生 1-1-1 東京大学

農学部内） 

※ 参加費無料、事前申し込み不要 

 

シンポジウムのテーマ 

「世界自然遺産・屋久島の未来」 

 ～山岳部の環境保全と利用の問題から屋久島の将来を考える～ 

 

Ⅰ部 基調報告のテーマ 

  ●『屋久島世界遺産 20 周年の歩み～遺産登録の効果と残された課題～』  

屋久島自然保護官事務所 加藤倫之 自然保護官 

  ●『屋久島・岳参りの復活』 

(有)ナカガワスポーツ 中川正二郎 代表取締役 

  ●『世界遺産登録後の屋久島の利用動向』 

国立歴史民俗博物館 柴崎茂光 准教授 

 

Ⅱ部 パネルディスカッション『島外からみた世界遺産の島・屋久島への期待』 

●コーディネーター 土屋俊幸  東京農工大学教授 

●パ ネ リ ス ト   荒木耕治  屋久島町長 

柴崎茂光  国立民族学博物館准教授、世界遺産科学委員 

中川正二郎 ナカガワスポーツ代表取締役 

鯨本あつこ 離島経済新聞代表兼編集長（ritokei） 

寺崎竜雄  公益財団法人 日本交通公社 理事 

神谷有二  山と渓谷社新規事業開発室（前ヤマケイ編集長） 


